
地球物理学（2023年度春学期）（流体地球物理学分野） 
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（１）、（２）の結果より、 
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東西温度勾配はゼロなので、南北風と南北温度勾配のみを考えればよい。風の北向

き成分は－10× 45sin ＝－7 m/s、北に向かって気温が 10 kmにつき 10.0－5.0＝

5.0 K低くなっているから、 
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固定された観測点で、10分あたり 1.5 Kの割合で気温が低下しているから、 
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③の両辺を y で偏微分して、 
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④の両辺を xで偏微分して、 
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④’－③’を計算すると、 
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したがって、 
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①の両辺を y で偏微分して、 
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②の両辺を xで偏微分して、 
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②’－①’を計算すると、 
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したがって、 
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地球物理学（2023年度春学期）（流体地球物理学分野） 
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①、②より、 
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だから、 
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21, ppp = で 0= だから、 0=C となって、 
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2001 =p hPa、 9002 =p hPa、 550=p hPaのとき、 
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だから、 
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①の両辺を p で偏微分すると、 
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一方、③の両辺を y で偏微分すると、 
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偏微分の順序を入れ替えて、 
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①’、③’より、 
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合成関数の微分の公式より、 
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（１）の結果と④を代入すると、 
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②より、 RTp = だから、 
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（２）の結果より、 
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